



















クトラムXとYIこ対して，E-加群スペクトラムとしての同型'f:E^ X→E八 Yがあるとき， Xはy，こ擬






ついて説明する。 2節では，加重射影空間の擬KO.-型を調べる。 3節では， トーリツク多様体の擬









Bousfield，吉村によって発展させられたアイデアに某づき， weighted projcctivc space， wcightcd 
mod -1 lens spaccなどの位相空間に対して完全にこの問題を解決している。具体的には，それらの位相
空聞が，擬KO.同型の意味で簡単な空間のウエッジ和に分かれることを示しているc これは， we白ighle凶d 
projective spacc， we白ightωedmod 4 lens spac偲e1.な4とど‘の{伸#
おいて求めたことになる。実際KO群自身は'分解に現れる空間の定定ホモトピ一群を計算することによ





上述の位相官聞は， 指KO. 型またはK~ 局所用の忘味で，簡単な位相弔問のウエッジ和に分解する ことを
示しており， これにより，これらの位相空間のKO群が.J群が，その中に幾何学的な忘味を含んだ形で
存易に求められる。これは，非常に買味ある事実で， かっ，重要な結果である。よって，博士 (理学)の
学位を授与するに仰するらのと審査した。
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